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№ 調 査 地 調査面積 調査原因 調査期間 立地 経費（千円）
出　土
遺物数

時代 主な遺構 主な遺物

 金沢市
 材木町388番地

886㎡×３面
材木小学校跡地
整備事業（公共）

202５0804
～

20260609
沖積地 26,962 30箱 江戸

道跡、溝、石敷遺
構、石組井戸等

近世陶磁器　近世土器
木製品　金属製品　石
製品　古銭

 金沢市
 香林坊２丁目地内

100㎡
ホテル建設

（民間）

20250908
～

20251023
沖積地 6,207 1箱 江戸  惣構堀、土坑、溝

近世土器、近世陶磁
器、石製品、金属製品

金沢市
駅西本町１丁目地内

395㎡ 集合住宅建設
20251001～
20251219

沖積平野 13,466 15箱 弥生
平地式建物 掘立
柱建物 溝 川跡

弥生土器 石製品 木製
品

金沢市戸板1丁目1 195㎡ 学校施設増築
20250929～
20251007

沖積平野 13,746 2箱 古墳 土坑　ピット　小溝 土師器 石製品 木製品

 金沢市
 大友一丁目地内

8,750㎡
(R6分含む）

区画整理
（民　間）

20241011
～

20250804
沖積平野 158,090 203箱 弥生・古墳

古墳　掘立柱建物
布堀建物
土坑　溝　ピット

弥生土器　土師器
木製品　石製品
玉製品

 金沢市
 南新保町地内

4,600㎡
区画整理
（民　間）

20250924
～

20260327
沖積平野 102,809 84箱 弥生・古墳

方形周溝墓
平地式建物
土坑　溝　ピット

弥生土器　土師器
木製品　石製品

 金沢市
　①東長江町地内
　②不室町地内

①12㎡
②14㎡

保存目的
（公　共）

20251224
～

20260310
丘陵 2,135 - 中世　近世 道

　緊急発掘調査

　学 術 調 査

A
二俣
ふたまた

越
ごえ

１

材木町遺跡
ざいもくちょういせき

（13番地点
ばんちてん

）

４

出雲
いずも

じいさまだ遺跡
いせき

２

金沢
かなざわ

城下町
じょうかまち

遺跡
いせき

（西外惣構跡
にしそとそうがまえあと

　香林坊
こうりんぼう

２丁目
ちょうめ

12番地点
ばんちてん

）

３

駅西本町
えきにしほんまち

１丁目
ちょうめ

遺跡
いせき

５

南新保
みなみしんぼ

ゴマジマチ遺跡
いせき

６

南新保
みなみしんぼ

Ｃ遺跡
いせき
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市

市

５．南新保ゴマジマチ遺跡

６．南新保Ｃ遺跡

２．金沢城下町遺跡（西外惣構跡 香林坊２丁目12番地点）

３．駅西本町１丁目遺跡

４．出雲じいさまだ遺跡

A．二俣越（②不室町）

（２）埋蔵文化財発掘調査位置図

１．材木町遺跡（13番地点）

A．二俣越（①東長江町）
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１.材木
ざいもく

町
ちょう

遺跡
い せ き

（13番地点
ばんちてん

） 

 

所 在 地：金沢市材木町地内 

北緯  36 ﾟ 33′52″ 

東経 136 ﾟ 39′52″ 

調査面積：886 ㎡×3 面 

種 別：城下町 

主な時代：江戸 

担 当：新出 主査 

 

■遺跡の概要 

 材木町遺跡（13 番地点）は、金沢市中心部の材木町にあり、犀川と浅野川により形成された沖積平野のほ 

ぼ中央に位置する。調査区周辺は金沢城の南東側で、寛文７年（1667 年）の絵図では当該地には加賀八家 

の横山氏の分家にあたる、横山外記
げ き

の屋敷、地子
じ し

町
ま ち

（地子銀(土地に対する税)を払う町のことで金沢の町 

のほとんどは、地子町であった）、横山家下屋敷が描かれている。 

旧材木町小学校の跡地整備に伴い発掘調査を実施しており、調査面積は 886 ㎡を３層確認した。 

第１層目は小学校の校舎の基礎等で壊されており、江戸時代後半の遺構面はほぼ残っておらず、わずか

に、屋敷内の小道のような道路状遺構や石敷き遺構が残っていた。 

第２層目は 17 世紀後半から 18 世紀代の土塀の基礎と考えられる石列を検出した。 

第３層目は、17 世紀中頃から 17 世紀後半と考えられる土塀の基礎（石列）や、屋敷境の溝、井戸等を確認

した。特に１区で見つかった溝は地子町と下屋敷の境界を流れる人工の溝で、寛文７年（1667 年）の絵図にも

描かれている。幅約 120 ㎝、深さ 15 ㎝を測る。絵図ではこの溝が南側で直角に折れていて、３区でも確認した。

１区では溝の縁に石列がなかったが、３区では溝の縁に石列を配していた。また、３区ではこの溝と並行して道

跡も確認した。この道跡の下から石組みの井戸が見つかり、さらに周囲から４基の小規模な石組みの井戸を検

出した。絵図に残っていない江戸初期の土地利用の一端が窺える貴重な発見となった。 

また、１区ではちょうど横山外記宅と地子町の境目のあたりで段差が確認できた。当時は横山外記宅と地子

町では横山外記宅のほうが高い場所に立っていたと考えられる。 

今回の発掘調査で絵図に描か

れている溝が実際に発見できたこ

とで、絵図の信ぴょう性が高まっ

た。また、同絵図に描かれている

横山外記宅と地子町の境目の段

差を確認したことにより、当時の地

割が元々の地形を利用して造成

していたことが判明し、絵図では

わからないことが発掘調査によっ

て判明した。 
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土塀の基礎（３区 石列 10） 

井戸（１区 SE01） 

道跡・溝跡（３区 道 10・SD06） 
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２.金沢
かなざわ

城
じょう

下町
か ま ち

遺跡
い せ き

（西外惣構
にしそとそうがまえ

跡
あと

 香
こう

林坊
りんぼう

２丁目
ちょうめ

12番地点
ばんちてん

） 

 

所 在 地：金沢市香林坊２丁目地内 

北緯  36 ﾟ 33′50″ 

東経 136 ﾟ 39′09″ 

調査面積：100 ㎡ 

種 別：城下町 

主な時代：江戸 

担 当：向井 担当所長補佐 

 

■遺跡の概要 

調査地は、香林坊を流れる鞍月用水に接しており、香林坊交差点から北西に約 200ｍ、長町武家屋敷の東

側に位置する。江戸時代においては、金沢城から西へ約 500ｍの位置に所在し、城下町を土居と堀で囲い込

んだ防御施設である西外惣構の敷地内に該当する。 

調査地が、金沢城惣構が所在した場所であることから、惣構の堀と土居の痕跡、また堀を一部埋めた後の

跡地利用の痕跡が見つかることを想定し、調査を実施した。 

しかしながら、調査区の大半が、明治時代以降の建築などによる影響を受けていたため、調査の対象として

いる江戸時代以前の遺構はほとんど残っていなかった。ただし、江戸時代初期に築造された惣構の痕跡が検

出された。 

惣構とは金沢城下町を囲む堀と土塁のことで、金沢城下町には内外２重の惣構が巡っていた。江戸時代を

通して、徐々に堀の幅は狭められたが、明治時代に入ってからは、さらに大きく狭められ、土塁は削られた。そ

の姿は当初と比べて大きく変化したが、堀の痕跡は水路として、土塁と堀を合わせた惣構の規模は、堀と土塁

に沿って延びる道路に挟まれた敷地の広さによって、現在も知ることができる。 

惣構は小立野台地から延びる丘陵の高低差を利用して築造されている。この高低差が大きな場所もあれば、

緩やかな場所もある。これまでの発掘調査で、堀と土居双方の規模が確認できた箇所は、高低差が緩やかな

場所が多い。今回は、高低差が大きな場所での発掘調査であり、惣構の堀の幅と土居の幅は、当時の絵図に

は示されてはいるが、それぞれの実寸は不明であった。今回の発掘調査では、堀の法肩が検出されたことで、

高低差の大きな場所での堀と土居の規模が、下記のとおり明らかとなった。 

・堀幅（上幅、現存水路を含めた推定値）：約 9.6ｍ 

・土居幅（基底部）：約 9.8ｍ 

なお、本調査地から北へ約 900ｍの箇所で行った武蔵町地点の調査では、築造当初の惣構の堀幅：約 14

ｍ、土居幅：約６ｍであった。当該箇所は高低差がほとんどないところで、相対的に堀幅が広いことが確認でき

る。このような堀幅と土居幅の割合が、高低差が大きなところに適用された場合に、果たして土居の盛土スペ

ースが確保できたのかが疑問となっていた。つまり、高低差が大きなところで土居幅が狭いと、堀から惣構に隣

接する道までの幅では、堀からの斜面だけが延びることになり、土居の盛土を行う敷地が確保できない可能性

が指摘されていた。 

しかしながら、今回の発掘調査によって、堀の幅と土居の幅が明らかになったことで、高低差が大きなところ

にも十分に土居の盛土をするだけの敷地が確保されていることが確認できた。 
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　惣構の堀検出位置図
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調査区北半　惣構堀検出状況

調査区北半　惣構堀検出状況

調査区北半　惣構堀掘削・法面検出状況
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調査区北半　完掘状況

調査区南半　惣構堀法面検出状況

調査区南半　完掘状況
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